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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】 

平成18年６月27日に提出いたしました第75期(自 平成17年４月１日 至 平成18年３月31日)の有価証券報告書の

記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するも

のであります。 

  

２ 【訂正事項】 

第一部 【企業情報】 

 第２ 【事業の状況】 

  ７ 【財政状態及び経営成績の分析】 

   (5) 見通し 

  

３ 【訂正箇所】 

訂正箇所は  を付して表示しております。 

  

第一部 【企業情報】 

 第２ 【事業の状況】 

  ７ 【財政状態及び経営成績の分析】 

   (5) 見通し 

  

(訂正前) 

金属チタン事業は、航空機向け、一般産業向けともに、引き続き好調な需要が予想されます。このような中、生

産面では当連結会計年度に実施した能力増強後の生産体制によるフル操業を行うとともに、技術の改善、改良によ

り更なる増強を目指すこととします。これによる生産・販売量の増加と価格改善効果により、売上高は当連結会計

年度より更に増加すると見込まれます。しかし一方で、チタンインゴット及びスポンジチタンの生産能力増強計画

の推進、研究開発体制の強化・拡充、事業の一層の拡充に向けた将来構想の検討などに伴う費用の増加も見込まれ

ます。 

電材事業は、電子部品需要の順調な伸びが予想され、これによる業績の改善が期待されます。 

触媒事業も、主要用途であるポリプロピレン(ＰＰ)の需要伸長を背景に好調な販売を維持するものと思われま

す。 

以上により、翌連結会計年度(平成19年３月期)の業績に関しましても、引き続き好調を維持し、当連結会計年度

並みの利益を確保できるものと予想しております。 

  

(訂正後) 

金属チタン事業は、航空機向け、一般産業向けともに、引き続き好調な需要が予想されます。このような中、生

産面では当連結会計年度に実施した能力増強後の生産体制によるフル操業を行うとともに、技術の改善、改良によ

り更なる増産を目指すこととし、これによる生産・販売量の増加が期待されます。しかし一方で、チタンインゴッ

ト及びスポンジチタンの生産能力増強計画の推進、研究開発体制の強化・拡充、事業の一層の拡充に向けた将来構

想の検討などに伴う費用の増加も見込まれます。 

電材事業は、電子部品需要の順調な伸びが予想され、これによる販売数量の増加が期待されます。一方、価格に

つきましては、低下傾向が継続することが見込まれます。 

触媒事業も、主要用途であるポリプロピレン(ＰＰ)の需要伸長を背景に販売数量は増加傾向を維持するものと思

われます。一方、価格につきましては、競争激化による低下を見込んでおります。 
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